
 

第３回総長選考会議の組織検討ワーキンググループ議事要旨 

 

１．開催日時：令和３年７月２６日（月）１０：００～１２：００ 

 

２．方  法：オンライン会議（Ｚｏｏｍ） 

 

３．出 席 者：藤井 輝夫、佐藤 岩夫、岩田 喜美枝、翁 百合、小林 いずみ、板東 

久美子、大澤 裕、森山 工、須田 礼仁、森 初果、熊田 亜紀子、阿部 

賢一、山本 隆司、両角 亜希子 

報 告 者：横山 広美（カブリ数物連携宇宙研究機構・教授） 

 

４．議題 

１ 総長選考会議の組織に係る諸課題の確認 

２ 意見募集の結果について 

３ 今後議論すべき論点の項目整理 

４ 総長選考会議との意見交換の進め方について 

５ その他 

 

５．資料 

０ 第２回総長選考会議の組織検討ワーキンググループ議事要旨（案） 

１－１ 両角委員報告資料 

１－２ 横山教授報告資料 

２ 意見募集（実施結果・回答まとめ） 

３ 総長選考会議の組織に係る論点項目（案） 

４ 総長選考会議の組織検討ワーキンググループ工程表 

１ 総長選考会議の組織に係る諸課題の確認 

議題１「総長選考会議の組織に係る諸課題の確認」に関し、両角委員から資料１－１

に基づいて、大学経営を専門とする立場から「優れたリーダー（学長）をどう選ぶ

か」について報告があった。質疑応答・意見交換が行われ、総長候補者になり得る人

材の育成につき、総長へのキャリアパスの整備及びキャリアに関する支援を検討する

必要があることなどが確認された。 

次いで、横山教授から資料１－２に基づいて主に３点、報告があった。１点目は科学

技術社会論の視点から、イギリスで起きた科学技術と政府に対する「信頼の危機」を

乗り越えるため、科学者と市民の双方向コミュニケーション、「上流からの関与」が

重視されたこと、２点目はリスク認知（社会心理学）の視点から、信頼を構成する要



素は「能力」、「意図（人柄）」に加えて「価値共有」が重要であり信頼構築のコミ

ュニケーションはどの部分に問題があるかを見極める必要があること、３点目は信用

を得るため組織のクライシスコミュニケーションでは、迅速さとオープンネスが徹底

されるべきであることが報告された。質疑応答が行われ、法制度上、総長選考会議の

根本の枠組みを変える


